
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2024年度　定例活動報告書
 実施日時： （土） 9:00～12:00

天候： 曇りのち小雨
報告者：　 橋本谷・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 園内収集ゴミの回収場所への移動 ７名

作業小屋裏のゴミ仮置場に集

めていた大量のゴミを、柏市の

ゴミ収集車に回収してもらう

ため、当園の正面入口横

まで移動しました。

2 園内生垣の刈込み ７名

駐車場及びフジ棚付近の生垣の刈込みを行いました。  

3 貴重種の移植等 5名

4 用具の補修 ５名

樹木伐採時に使用する

伐採ロープ等の用具の補修

を行いました。

  

 

参加者　１８名　　（　会員　１８名　）

移植作業中 ノリウツギ

クロウメモドキの移植

掩体壕入口付近に2株移植し
ました。会員が種子から育てた
ものです。

10月5日

柏市内の一部では早朝に雨が降り、朝礼開始頃も今にも雨が降り出しそうな曇り空であったためか、活動参加者
は１８名と少なめでした。
本日の活動は、①園内収集ゴミの回収場所への移動、②園内生垣の刈込み、③貴重種の移植等、④用具の補
修、⑤ナラ枯れ調査（経過観察）、⑥きのこ観察会の下見、⑦チョウ類のモニタリング調査、⑧生物観察、等々でし
た。

ノリウツギの移植

　弁天流れの西側に2株を移
植しました。

会員が挿し木で育てたもので、
ひと株は園内に移植したもの
の再移植です。

クロツバラの枯木伐採

　右側に新し世代のクロツバラ
が育っています。

クロウメモドキ クロツバラの枯木伐採



項番 作業内容 従事

人数

5 ナラ枯れ調査（経過観察） 7名

南２地区をモデル区として過年度被害木調査を行いました。 昨年度までの被害木計53本中、本日は
41本を確認しました。　結果として、生存：26本、枯れ：11本（そのうち6本は今年度に枯れたようです。）、
伐採：4本　です。

　　　     　　　  （　写真はございません。）

6 きのこ観察会の下見 3名
きのこ観察会（10月20日）の観察コースを下見しました。
多数のツチグリなどを確認しました。

（　写真はございません。）

7 チョウ類のモニタリング調査 1名

8 生物観察

5種15頭のチョウを観察しました。
　ヤマトシジミ、ダイミョウセセリ、セセリチョウの仲間、キタキチョ
ウ、ヒカゲチョウです。お天気が悪かったので、1頭も会えないの
ではと思っていましたが、ワタラセツリフネソウ草地周辺にヤマト
シジミが11頭とたくさんいました。

ダイミョウセセリ

　ガマズミミケフシタマバエが5
月ごろガマズミの花に産卵しま
す。

　丸い形のガマズミミケフシの
中にはガマズミミケフシタマバ
エの幼虫が育っています。

ハナオチバタケ ホソオビアシブトクチバ（蛾） オジロアシナガゾウムシ

　イヌハギの閉鎖花は、開放花
がほぼ終わりかけたころに、茎
上部の葉腋や開放花の花序
軸の基部に密集して付きます。

　閉鎖花とは、花が開かず受
粉と結実が内部で行われる花
です。

ウメモドキ（実） ガマズミミケフシ（虫こぶ）

イヌハギ（開放花） イヌハギ（閉鎖花）
（2024．9．7　撮影）


